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2 (Fe2+) +UQ+2H 20 → 2(Fぷ+)+UQH2 +20H- (1) 
-52-
UQH2+2 (Fe 3 +) → UQ十2 (Fe2+) +2H+ (2) 
ER-+2H十→ ERH十日+ (3) 
ERH+Pi→ER~P十H2 。 (4) 
ER~P+boundADP→ ER-+boundATP (5) 
boundATP+ freeADP→boundADP十freeATP (6) 
ここで (Fe) ， UQ , EおよびRはそれぞれ、クロマトホァに結合している非へム主失、ユビキノン-10、

















DP と PiからのATP合成反応が進行すること、および、 pH指示薬は上記の活性部位からプロトンを引き
抜くこと、などが可能性として考えられる。
細井和雄君の研究業績は理学博士の学位論文として十分に価値があることを認める。
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